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［09:30-11:55］文科省科研費新学術領域研究「水圏機能材料：
環境に調和・応答するマテリアル構築学の創成」特別企画（1）：
材料に調和する水を使う・観る
本新学術領域研究では、「水」の存在下において環境と調和・
相互作用しながら機能を発現する材料を「水圏機能材料」と
定義し、「水」と「材料」の相互作用を分子レベル・ナノ集合レベル
でとらえて、新しいマテリアル構築学を創成いたします。特別
企画（1）では水と分子の相互作用を様々な角度から紹介します。

［13:00-17:00］三井化学特別企画：
触媒科学フォーラム～触媒科学最前線～
三井化学は「地球環境と調和の中で、材料・物質の変革と
創出を通して広く社会に貢献する」ことを目指しており、
ものづくりの基盤技術である触媒科学の発展に向けて
触媒化学フォーラムを開催いたします。触媒科学の第一線で
ご活躍の先生による招待講演・2020年三井化学触媒科学
賞受賞者より最先端の触媒技術を紹介いただきます。

［09:30-11:55］クルマの未来を“化（Car）学”する
～化学のチカラでCO2排出削減・燃費向上～
昨今のCO2排出規制やEV化のトレンドから、より高エネ
ルギー効率で走行する自動車の開発が求められてい
ます。そのためには、ボディ軽量化やタイヤ転がり
摩擦軽減など、化学の寄与が必要不可欠です。
本セッションでは、関連分野の第一線で活躍される
方々より、研究開発の事例について紹介します。

［13:00-16:55］ここまできた！
次世代太陽電池の現状
カーボンニュートラル実現に向けて、再生可能エネルギーの
さらなる普及が望まれています。再生可能エネルギーの
中で最も発電量が多い太陽光発電への期待は高く、普及の
実現に向けて、様々な次世代太陽電池の研究開発が盛んと
なっています。本セッションでは、最新の研究開発事例に
ついて紹介します。

［13:00-17:10］「映える」界面は機能もスゴい！
～次世代材料を創る表面・界面技術～
同じ材料でも表面・界面での「見せ方」によって発揮される
機能が大きく異なることがあります。本セッションでは
益々多様化するこれからの社会に貢献できる材料の
開発において、最先端の化学を駆使した美しい表面・
界面設計により優れた機能を発揮する研究例について
紹介します。

［13:00-17:15］陸の豊かさを守る
～再生可能資源の活用と陸上生態系との共生～
「陸の豊かさを守る」は、私たち人類が未来のために取り組む
べきSDGsの1つです。多様な動植物を守りつつ、産業にも
上手く利用していく視点は、今後の循環型社会に求められ
ます。本セッションでは、SDGsの目標15「陸の豊かさを守る」に
焦点を当て、「バイオマス活用」、「土壌微生物」など様々な角度
から講演していただきます。

［09:30-11:50］電気を流す?流さない?
エレクトロニクス材料の最前線
エレクトロニクスデバイスには導電体・半導体・絶縁体
など、様々な材料が必要です。近年、新たな材料が産
官学の多方面で開発研究が進んでおり、基礎研究を
産業へと橋渡しするベンチャービジネスも盛んです。
本セッションでは、当分野を牽引されている産官学の
研究者に設計や展望について紹介いただきます。

［09:30-11:50］いま高分子がアツい！
～熱に耐え、熱を伝える「熱マネジ
メント材料」の最前線～
高分子の熱物性で最初に注目されたのは耐熱性であり、無機
材料に比肩する高分子材料の研究は大きく進歩しました。最近
では、熱を伝え、放出する高分子材料が登場し、パワー半導体素
子等の熱拡散に用いられるようになっています。本セッションで
は、これら「熱マネジメント高分子」の最前線を紹介します。

［09:30-12:00］次は宇宙（そら）だ！
～宇宙も化学も可能性は無限大～
宇宙環境は、高真空、宇宙放射線、急激な温度差など、
地上とはまったく異なっています。このような環境下で
生命はどう進化したのか。人類が宇宙に向かうとき、
使用する材料は、どのように開発されるのか。
本セッションでは、宇宙と生命、化学材料のつながりに
ついて、ワクワク・ドキドキをお届けします。

［09:30-16:25］コロナに負けるな！ワクチン・薬分野からの挑戦
地球規模の気候変動の結果、様々な感染症が世界中で猛威を振るう可能性が指摘されています。特にCOVID-19に
よって、人々の生活様式はあらゆる点で変わりました。感染症に立ち向かう化学のチカラとして、本セッションでは、
コロナ禍における新しいモダリティを活用したワクチン・薬分野の挑戦について紹介します。

［09:30-17:10］博士課程学生オーラルセッション
本セッションでは、化学フェスタでポスター発表する博士課程学生に、普段の学会発表とは異なる、産業界を含めた
異分野の人へ自分の研究を口頭発表で広くアピールできる場を提供します。博士学生を中心とした、産学官の
立場・世代を越えた交流を目指します。優秀な発表には「CSJ化学フェスタ博士オーラル賞」を授与します。

［10:00-17:05］私たちに任せてください！つくりますよ、有機合成化学。
やはり化学で大事なのは分子をつくることです。一昔前には難しかった生物活性天然物や機能性材料も、
最先端の技術によって簡単に、そして素早くつくれるようになってきました。今、最先端にいる有機合成化学
者は何を目指して何をつくっているのでしょうか。私たちに任せて下さい！つくりますよ、有機合成化学。

［10:00-17:30］産学官R&D紹介企画 -展示ブース- 
①旭化成（株）、②（株）ADEKA、③出光興産（株）、④花王（株）、⑤（株）カネカ、⑥（株）クレハ、⑦JSR（株）、⑧信越化学工業（株）、
⑨住友化学（株）、⑩住友ベークライト（株）、⑪積水化学工業（株）、⑫太陽ホールディングス（株）、⑬DIC（株）、⑭帝人（株）、
⑮デンカ（株）、⑯東ソー（株）、⑰日本ゼオン（株）、⑱日本ロレアル（株）、⑲富士フイルム（株）、⑳三菱ケミカル（株）

［10:00-12:00］
学生ポスター発表:P4
無機化学・触媒化学・分析化学、有機化学、
錯体・有機金属化学、
天然物化学・生体機能関連化学・バイオテクノロジー、高分子化学

［13:00-15:00］
学生ポスター発表:P5
物理化学、
無機化学・触媒化学・分析化学、
有機化学、錯体・有機金属化学、材料化学

［15:30-17:30］
学生ポスター発表:P6
無機化学・触媒化学・分析化学、有機化学、
天然物化学・生体機能関連化学・バイオテクノロジー、
高分子化学、材料化学

［15:00-15:30］
産学官R&D
紹介企画 
－R&D　
セッション
（講演）－

［12:00-13:00］
産学官R&D
紹介企画 

－ランチタイム
セッション
（講演）－

09:30-09:35 開会挨拶
 加藤 隆史（東京大学）
09:35-09:55 水圏機能材料としての生体適

合性高分子～中性子で見える
もの～

 瀬戸 秀紀（高エネルギー加速
器研究機構）

09:55-10:15 水圏で「はたらく」低含水高分
子材料の解析～少ない水の
大きな効果～

 藤井 義久（三重大学）
10:15-10:35 放射光赤外分光で観る水圏機

能材料と水の状態
 池本 夕佳（高輝度光科学研究

センター）
10:55-11:15 分子シミュレーションで見る

水圏機能材料
 樋口 祐次（東京大学）
11:15-11:35 シミュレーションで水圏機能材料に

おける分子の動きを”視る”
 渡辺 豪（北里大学）
11:35-11:55 水圏機能材料分子近傍の水

に関わる分光データの解析に
向けた理論研究

 鳥居 肇（静岡大学）

09:30-09:35 開会挨拶
千賀 武志（富士フイルム（株））

09:35-10:05 どんどん伸びる！CNTの過去・
現在・未来
畠 賢治（産業技術総合研究所）

10:05-10:35 分子とイオンと隙間で作る
金属プラスチック

 渡邉 峻一郎（東京大学）
10:45-11:15 機能性炭素素材をベンチャー

ビジネスに！酸化グラフェンの
産業化

 仁科 勇太（岡山大学）
11:15-11:45 電荷を止める？貯める？アモ

ルファスフッ素樹脂
 坂根 好彦（AGC（株））
11:45-11:50 閉会挨拶
 岡本 敏宏（東京大学）

09:30-09:35 開会挨拶　
 松本 健（（株）ADEKA）
09:35-10:10 宇宙が語る生命の起源と未来
 小林 憲正（横浜国立大学）
10:10-10:45 宇宙でも使えるの？ポリイミド/

炭素繊維複合材料の開発
 石田 雄一（宇宙航空研究開発

機構）
10:45-11:20 宇宙でも使えるの？
 ～セラミック材料の開発～

新井 優太郎（東京理科大学）
11:20-11:55 スペースシステム創造研究

センター紹介と壊れない太陽
電池の開発

 杉山 睦（東京理科大学）
11:55-12:00 閉会挨拶
 上野 祐子（中央大学）

09:30-09:35 開会挨拶
 池田 将（岐阜大学）
09:35-10:20 【基調講演】mRNA 医薬・

mRNA ワクチンによる新しい
創薬の可能性
位髙 啓史（東京医科歯科大学）

10:25-10:55 「核酸」の視点からコロナ制
圧を考える

 井上 貴雄（国立医薬品食品
衛生研究所）

10:55-11:25 細胞内環境に応答する脂質
用材料を基盤としたRNA・核
酸導入技術

 秋田 英万（千葉大学）
11:30-12:00 高分子で作る人工ウイルスと

遺伝子治療への展開
 長田 健介（量子科学技術研究

開発機構）
13:00-13:45 【基調講演】新型コロナウイル

スワクチン開発最前線
 森下 竜一（大阪大学）
13:50-14:20 新型コロナウイルスを捕まえる

人工抗体をつくる
 村上 裕（名古屋大学）
14:25-14:55 アフィニティーペプチドを利用

した位置選択的ADCの次世代
化学合成法の開発

 松田 豊（味の素（株））
15:15-15:45 中分子ペプチド医薬品の現

状と展望
 出水 庸介（国立医薬品食品衛

生研究所）
15:50-16:20 生体適合性ポリマーの体外

診断薬への適応評価と
COVID-19検査薬への展開

 小林 滉（日油（株））
16:20-16:25 閉会挨拶
 田中 賢（九州大学）

13:00-13:10  開会挨拶　柴田 真吾（三井化学（株））
13:10-13:55 【三井化学触媒科学奨励賞 受賞講演】

Tackling Big Challenges Using Tiny Crystals
Matteo Cargnello（Stanford University）

13:55-14:40 【三井化学触媒科学奨励賞 受賞講演】
Cooperative Catalyses of Transition 
Metal Anion and Typical Metal Cation

 岩﨑 孝紀（東京大学）
14:40-15:10 【三井化学企画】Catalysis Science 

and Mitsui Chemicals
 槇尾 晴之（三井化学（株））
15:25-16:10 【招待講演】Polysulfide Anion 

Photocatalysis for Chemical Synthesis
 千葉 俊介（Nanyang Technological 

University, Singapore）
16:10-16:55 【三井化学触媒科学賞 受賞講演】

Development of Chemo- and 
Enantioselective Arene Hydrogenation and 
Additional Tools for Improving Synthesis
Frank Glorius（University of Muenster, Germany）

16:55-17:00 閉会挨拶　橋本 修（三井化学（株））

09:30-09:35 開会挨拶　石渡 拓己（コニカミノルタ（株））
09:35-10:05 軽量化への取組み～炭素繊維複合材料の可能性について～　

石川 健（三菱ケミカル（株））
10:05-10:35 脱炭素社会に向けての自動車に対するエポキシ樹脂の役割
 野村 和宏（NBリサーチ）
10:50-11:20 CO2の削減に貢献するタイヤ技術の進化
 山口 健（（株）ブリヂストン）
11:20-11:50 電気自動車向け潤滑油の課題と展望
 上田 真央（シェルルブリカンツジャパン（株））
11:50-11:55 閉会挨拶　山口 和也（東京大学）

09:30-09:35 開会挨拶　加藤 隆（JNC（株））
09:35-10:05 熱伝導性および熱膨張性を制御した耐熱性高分子の材料設計
 安藤 慎治（東京工業大学）
10:05-10:35 橋かけ構造の導入による樹脂の耐熱性向上
 木村 肇（大阪産業技術研究所）
10:45-11:15 メソゲンエポキシ樹脂の熱伝導と高熱伝導化技術
 竹澤 由高（昭和電工マテリアルズ（株））
11:15-11:45 金属並みの熱伝導性を備えたゴム複合材料
 寺嶋 和夫（東京大学）
11:45-11:50 閉会挨拶　渡辺 訓江（（株）ブリヂストン）

13:00-13:05 開会挨拶　
 藤田 克彦（九州大学）
13:05-13:55 ハロゲン化ペロブスカイトを用いる高効

率光電変換の材料設計と今後の展開
 宮坂 力（桐蔭横浜大学）
13:55-14:35 Surfaces and interfaces in metal 

halide perovskite solar cell devices
Yabing Qi（沖縄科学技術大学院大学）

14:50-15:30 「カーボン太陽電池」を目指した新し
い有機系太陽電池の創製

 松尾 豊（名古屋大学）
15:30-16:10 有機太陽電池はどこまでわかって、

どこへ行くのか？
 但馬 敬介（理化学研究所）
16:10-16:50 有機薄膜太陽電池～活性層材料の

分子設計～
 家 裕隆（大阪大学）
16:50-16:55 閉会挨拶
 山口 和也（東京大学）

13:00-13:05 開会挨拶　橋詰 峰雄（東京理科大学）
13:05-13:40 固体電池界面における特異なイオン

伝導現象
 高田 和典（物質・材料研究機構）
13:45-14:20 インフォマティクスを活用した触媒・

表面吸着系の計算・解析・予測
 小林 正人（北海道大学）
14:25-15:00 構造材料接着技術の開発
 秋山 陽久（産業技術総合研究所）
15:10-15:45 バイオミメティクスによる表面・界面

の機能化技術
 魚津 吉弘（三菱ケミカル（株））
15:50-16:25 バイオ界面解析とインフォマティ

クスとの融合
 林 智広（東京工業大学）
16:30-17:05 抗菌・抗ウイルス活性を有する無機

複合酸化物
 中島 章（東京工業大学）
17:05-17:10 閉会挨拶　小柳津 聡（旭化成（株））

13:00-13:05 開会挨拶　
 竹井 貴代美（三菱ケミカル（株））
13:05-13:40 セルロースナノファイバーの高分子

材料への応用最新動向
 磯貝 明（東京大学）
13:45-14:20 水田生態系の成り立ち：イネの生育

を支える物質循環と微生物
 浅川 晋（名古屋大学）
14:30-15:05 植物・土壌間相互作用の解明と人工

土壌への挑戦
 藤井 一至（森林研究・整備機構）
15:10-15:45 コラーゲンビトリゲルの開発と実用

化構想：世界を先導する製品と技術
の創出を目指して

 竹澤 俊明（農業・食品産業技術総合
研究機構）

15:55-16:30 石灰石を主成分とする循環型素材の
普及に向けた取組み

 坂井 宏成（（株）TBM）
16:35-17:10 低環境負荷型フロン代替ハイドロ

フルオロオレフィンの開発
 岡本 秀一（AGC（株））
17:10-17:15 閉会挨拶　田辺 佳奈（AGC（株））

10:00-10:05 開会挨拶　田中 克典（理化学研究所）
10:05-10:35 「うまくつくる」ためにできること　大宮 寛久（金沢大学）
10:35-11:00 反応を解析することもつくる上で大事！　平野 桐子（ブルカージャパン（株））
11:00-11:30 まだまだある、つくる技術　橋本 卓也（千葉大学）
11:30-12:00 人工レセプターをつくる　吉沢 道人（東京工業大学）
13:00-13:30 有機化学でナノロボットをつくる　葛谷 明紀（関西大学）
13:30-14:00 “刺激的”な有機合成化学： 電気化学刺激応答性を利用した単一分子メモリへの挑戦
 鈴木 孝紀（北海道大学）
14:00-14:30 疾患を診断するプローブをつくる　永澤 秀子（岐阜薬科大学）
14:30-14:55 企業導出するノウハウ　大東 元就（シスメックス（株））
14:55-15:25 タンパク質をつかって人工的な酵素をつくる　林 高史（大阪大学）
15:35-16:05 もう今はタンパク質もつくれます　林 剛介（名古屋大学）
16:05-16:30 お望みのものをつくります！　真岡 宅哉（神戸天然物（株））
16:30-17:00 複雑なアルカロイドを実験室でたくさんつくる　徳山 英利（東北大学）
17:00-17:05 閉会挨拶　廣原 志保（宇部工業高等専門学校）

花王（株）ランチタイムセッション ～産業界の発展を支える花王のケミカル技術～
12:00-12:05 花王のケミカル事業・技術の全体像　仲井 茂夫（花王（株））
12:06-12:21 廃PETを活用した高耐久舗装技術　垣内 宏樹（花王（株））
12:22-12:37 エコプリンティング社会を支える超低温定着トナー「LUNATONE」の開発
 加納 邦泰（花王（株））
12:38-12:53 花王のセルロースナノファイバー界面制御技術とその応用
 吉田 穣（花王（株））
12:54-12:56 閉会挨拶　仲井 茂夫（花王（株））

15:00-15:30 昭和電工グループの研究開発
 －多孔性金属錯体と半導体パッケージ－
 栗谷 真澄（昭和電工（株））
 渡邉 賢広（昭和電工（株））
 西田 昌貴（昭和電工マテリアルズ（株））

本プログラムは8/20時点の情報です。


